
❶
税金に　僕らの未来　託す夢 令和4年度「中学生の税に関する標語」

石部中学校　田之上　航汰

公益社団法人 水口納税協会
水口納税貯蓄組合連合会
滋賀県甲賀市水口町水口5587番地2
TEL（0748）62-1151  FAX（0748）63-0173
http://www.nk-net.co.jp/minakuti/
E-mail:minakuti@nk-net.co.jp
発行／令和5年1月
印刷：村田印刷株式会社

№165

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

―
確
定
申
告
期
を

　
　迎
え
る
に
当
た
っ
て
―

会

　長

　桒

　名

　宏

　幸

水
口
税
務
署
長

山

　下

　龍

　也

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会

水
口
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

申告所得税及び
復興特別所得税
と贈与税

申告所得税及び
復興特別所得税

個人事業者の消費
税及び地方消費税

個人事業者の消費
税及び地方消費税

確定申告確定申告
申告と納税は、期限内に

3月15日
（水）まで

3月31日
（金）まで

●納税のため、わざわざ金融
機関に出かけて納付する
必要がなく大変便利です。

●ご利用には、事前に税務署
又は金融機関へ「口座振替
依頼書」の提出をお願いし
ます。

令和5年4月24日（月）

令和5年4月27日（木）

税 目 等 口座振替日

安心・便利な振替納税をご利用ください！安心・便利な振替納税をご利用ください！

　
令
和
五
年

の
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶

び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
は
、公

益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
並
び
に
水

口
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
過
も
三
年
が
過
ぎ
、少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・

コ
ロ
ナ
と
共
に
」地
域
活
動
も
動
き
出

し
、当
会
に
お
き
ま
し
て
も
三
年
振
り

に
開
催
さ
れ
た
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
等
で
税
の
広
報
活
動
に
取
組
ん
で
ま

　
令
和
五
年

の
年
頭
に
当

た
り
、謹
ん
で

新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
は
税

務
行
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、心
か
ら
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
制
約
が
あ
る
中
、三
年
ぶ
り
の
納

税
表
彰
式
・
感
謝
状
贈
呈
式
の
開
催
や

税
の
広
報
活
動
及
び
租
税
教
育
に
関
す

る
活
動
等
に
ご
協
力
を
賜
り
、重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
納
税
協
会
は
、税
に
関
す
る
公

益
社
団
法
人
と
し
て
、税
知
識
の
普
及
、

適
正
な
申
告
納
税
の
推
進
、納
税
道
義

の
高
揚
を
図
る
た
め
、改
正
税
法
等
説

明
会
や
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
な
ど
、

公
益
性
の
高
い
事
業
を
幅
広
く
実
施
し
、

健
全
な
納
税
者
の
団
体
と
し
て
、税
務

当
局
と
協
調
し
て
企
業
経
営
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　「
税
」は
私
た
ち
が
、社
会
の
安
心
安

全
で
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
む
上
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
、

国
や
地
域
の
経
費
を
負
担
し
合
い
、社

会
を
創
る
た
め
の
会
費
が
税
金
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
税
金
の

仕
組
み
を
積
極
的
に
理
解
し
、正
し
く

応
分
の
負
担
と
同
時
に
納
得
し
て
納
税

で
き
る
税
制
と
な
る
よ
う
、当
会
で
は

納
税
者
の
皆
様
方
か
ら
の
要
望
を
上
申

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、税
金
の
事
を
ご
理
解
頂
く
た

め
、広
報
活
動
の
取
組
み
と
し
て
、中
学

生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
や
標
語
の
募

集
、小
学
校
の
租
税
教
室
の
講
師
を
務

め
る
な
ど
、次
代
を
担
う
若
い
世
代
に

対
す
る
税
知
識
の
普
及
活
動
や
、会
報

誌「
税
の
た
よ
り
」を
年
３
回
発
行
し
、

会
員
の
方
だ
け
で
な
く
、広
く
一
般
の

方
々
に
も
税
に
関
す
る
知
識
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
様
努
め

て
お
り
ま
す
。当
会
に
入
会
頂
く
と
、企

業
の
発
展
を
お
手
伝
い
し
、経
営
者
の

た
め
の
福
祉
制
度
や
、社
員
教
育
に
利

用
頂
け
る
各
種
講
座
・
教
室
・
研
修
会
・

講
演
会
等
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、各
部
会
活
動
を
通
じ
、

異
業
種
交
流
で
の
情
報
交
換
の
中
で
、

思
わ
ぬ
発
想
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

生
ま
れ
る
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
の
で
、

是
非
当
会
に
ご
加
入
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、今
年
一
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
に
な
る
事

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
さ
て
、間
も
な
く
令
和
四
年
分
の
確

定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
本
年
の
確
定
申
告
で
は
、申
告
会
場

を「
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
」へ
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
ほ
か
、土
地
等
譲
渡
所
得
、贈

与
税
の
相
談
日
が
二
日
に
一
度
と
な
る

な
ど
、皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
会
場
で
は
、入
場
整
理
券
を
活
用
し

て
混
雑
緩
和
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

年
々
利
便
性
が
向
上
し
て
お
り
ま
す

「
ご
自
宅
か
ら
の
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
」を
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
、一
番
の
感
染
症

対
策
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
確
定
申
告
か
ら
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ-
Ｔ
ａ

ｘ
の
ご
利
用
は
、パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力

回
数
が
三
回
か
ら
一
回
に
な
る
ほ
か
、

ス
マ
ホ
で
も
青
色
申
告
決
算
書
や
収
支

内
訳
書
が
作
成
可
能
に
な
る
な
ど
、事

業
所
得
や
不
動
産
所
得
等
を
申
告
さ
れ

る
方
々
に
も
ご
利
用
し
や
す
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、私
ど
も
は
、あ
ら
ゆ
る

税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
出
来

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、税
務
行
政

の
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
納
税
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
理

解
と
信
頼
を
得
る
た
め
、納
税
環
境
の

整
備
や
適
正
・
公
平
な
税
務
行
政
の
推

進
に
向
け
た
様
々
な
施
策
に
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、こ
の
こ
と
は
私
ど
も
の
力
の
み

で
は
成
し
え
る
も
の
で
は
な
く
、時
局

に
応
じ
た
皆
様
方
の
ご
活
動
等
の
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
は
じ
め
て
実
現
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、引
き
続

き
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま

し
て
、格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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つなぐんだ　国の未来を　税金で 令和4年度「中学生の税に関する標語」
甲南中学校　黒田　　畿 税金で　創るみんなの　夢の町 令和4年度「中学生の税に関する標語」

水口中学校　下田　雷華

学んで芽生える使命感　納めて感じる責任感 令和4年度「中学生の税に関する標語」
水口東中学校　梶田　結愛 納税で　大切な人の　未来を守る 令和4年度「中学生の税に関する標語」

日枝中学校　伊藤　久志

近江鉄道

至八日市国道 1 号線

JR 草津線

● ガソリンスタンド

甲賀看護専門学校 ●

西友 ●甲賀警察署 
●

●
水口スポーツの森

●
甲賀市役所

➡

至草津 至柘植➡至
信
楽
⬇

野洲川

貴生川駅

近江鉄道
水口城南駅

● JA こうか

確定申告会場
サントピア水口

307

307

×

ダイレクト納付

便利な納付方法をご利用ください !

ご自宅やオフィス等から e-Tax により申告書等を提出した後、納税者ご自身名義の預貯金口座（複
数の預貯金口座が利用可能）から、即時又は納付日を指定して、口座引落しにより納付することが
できます。

事前に指定した納税者ご自身名義の預貯金口座から、国税庁が指定する振替日に、口座引落しによ
り納付することができます。

簡単・便利なキャッシュレス納付のご利用をお願いいたします

e-Tax を利用している方や、
源泉所得税を納付している源泉徴収義務者の方

所得税や消費税の申告書を
毎年提出する個人事業主の方

事前に指定した納税者ご自身名義の預貯金口座から、国税庁が指定する振替日に、
口座振替による納付

申告書を提出した後、スマートフォンから決済専用サイトにアクセスし、利用可能なＰａｙ払いを選択
して納付することができます。

詳細は、国税庁ホームページ「国税の納付手続」をご覧ください。
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/index.htm

申告書を提出した後、スマートフォンから決済専用サイトにアクセスし、
スマホアプリ納付

消費税インボイス制度説明会（説明会は事前予約制です。）

●インボイス制度に関する一般的なご相談は、インボ
イスコールセンターで受け付けております。
【専用ダイヤル】0120-205-553（無料）
　【受付時間】9：00～17：00（土日祝を除く）

●インボイス制度について詳しくお知りに
な り た い 方 は 、国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.nta.go.jp）の「インボ
イス制度特設サイト」をご覧ください。

特設サイトへ

新たに令和 4年 12月 1日から
開始されます

キャッシュレス

水口税務署からのお知らせ
水口税務署の申告書作成会場が

に変更になります！「サントピア水口」
土地等譲渡所得・贈与税
の相談日は下記のとおりです！
ご注意ください。

※相談受付時間は16時までです。
※混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。

●本年から会場が変更されていますのでご注意ください
●水口社会福祉ホールでは申告相談を行っていません

2月16日（木）～ 3月15日（水）

【確定申告会場での感染症対策にご協力ください】
●会場の入場には「入場整理券」が必要です。LINE によ

る「入場整理券」の取得もできます。
●発熱等の症状のある方や、体調のすぐれない方は、入

場をお断りします。
●会場ではマスクを常時着用していただき、会場入口等

での手指消毒をお願いします。
●会場には必要最小限の人数でお越しください。

※土地や建物などの分離譲渡の
ほか、金地金などの総合譲渡や
山林所得も含みます。

※

売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求め
られたときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイ
スの写しを保存しておく必要があります）。
買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売手）である
インボイス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

「インボイス制度」とは

開 催 日 令和5年2月22日㈬ 令和5年3月8日㈬
時 間 13時15分～14時30分（受付13時～） 13時15分～14時30分（受付13時～）

場 所 水口税務署　2階会議室 水口税務署　2階会議室

予約受付締切 令和5年2月15日㈬ 令和5年3月1日㈬
★参加人数に制限があるため参加を希望される方は、事前に 水口税務署法人 1部門 ☎ 0748-62-0426までご連絡下さい。
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●本年から会場が変更されていますのでご注意ください
●水口社会福祉ホールでは申告相談を行っていません

2月16日（木）～ 3月15日（水）

【確定申告会場での感染症対策にご協力ください】
●会場の入場には「入場整理券」が必要です。LINE によ

る「入場整理券」の取得もできます。
●発熱等の症状のある方や、体調のすぐれない方は、入

場をお断りします。
●会場ではマスクを常時着用していただき、会場入口等

での手指消毒をお願いします。
●会場には必要最小限の人数でお越しください。

※土地や建物などの分離譲渡の
ほか、金地金などの総合譲渡や
山林所得も含みます。

※

売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求め
られたときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイ
スの写しを保存しておく必要があります）。
買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売手）である
インボイス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

「インボイス制度」とは

土地等譲渡所得・贈与税の相談日

２　
月　

17日㈮ ・21日㈫ ・24日㈮ 
28日㈫

３　
月
2日㈭・6日㈪ ・8日㈬
10日㈮・14日㈫ ・15日㈬

●上記相談日に贈与税、山林所得及び土地等譲渡所得の相
談担当者が、会場に従事します。
●相談担当者不在の日については、相談内容により、再来
場をお願いする場合がありますのでご了承ください。
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税金で　つなぐ広げる　希望の輪 令和4年度「中学生の税に関する標語」
甲賀中学校　玉木　日和

税金を　納めてつくろう　素敵な未来 令和4年度「中学生の税に関する標語」
土山中学校　中村　拓真

責任と　理解をもって　納税を 令和4年度「中学生の税に関する標語」
水口東中学校　田中　絆菜

創ろうよ！　税金納めて　未来の架け橋 令和4年度「中学生の税に関する標語」
城山中学校　保井　玲衣

　令
和
四
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
、去
る
十
一

月
十
一
日（
金
）甲
賀
市
碧
水
ホ
ー
ル
に
お
い

て
多
数
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
に
、水
口
税

務
署
、公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
及
び
水

口
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
三
者
共
催
に
よ

り
華
や
か
な
中
に
も
厳
粛
の
内
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　今
回
、受
彰（
贈
）の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様

は
、い
ず
れ
も
多
年
に
わ
た
り
、納
税
協
会
及

び
納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
、並
び
に
租
税
教
育

の
活
動
を
通
じ
て
、申
告
納
税
制
度
の
発
展
と

納
税
道
義
の
高
揚
に
極
め
て
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。

　こ
の
度
の
受
彰（
贈
）者
各
位
の
永
年
の
ご

功
績
に
対
し
、敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
受
彰（
贈
）さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　（敬
称
略
）

大
阪
国
税
局
長
賞

　滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校

　

　
　
　三
年

　山
中
あ
ま
ね

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

　滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校

　

　
　
　三
年

　勝
本

　絢
心

　滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校

　

　
　
　三
年

　大
森

　陽
稀

　甲
賀
市
立
城
山
中
学
校

　

　
　
　三
年

　嶋
川
萌
々
果

水
口
税
務
署
長
賞

　湖
南
市
立
日
枝
中
学
校

　

　
　
　三
年

　植
西
菜
々
子

　甲
賀
市
立
甲
南
中
学
校

　
　
　三
年

　宮
川

　
　明

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
会
長
賞

　甲
賀
市
立
水
口
中
学
校

　

　
　
　三
年

　松
本

　大
雅

　湖
南
市
立
石
部
中
学
校

　

　
　
　三
年

　山
﨑

　美
紅

近
畿
税
理
士
会
水
口
支
部
長
賞

　甲
賀
市
立
城
山
中
学
校

　

　
　
　三
年

　池
元

　咲
楽

　

　甲
賀
市
立
水
口
中
学
校

　

　
　
　三
年

　叶

　
　啓
正

　

水
口
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　

　
　
　一
年

　北
村

　岳
詩

　湖
南
市
立
石
部
中
学
校

　
　
　二
年

　田
之
上
航
汰

　
　
　二
年

　東
畑

　紗
音

　湖
南
市
立
甲
西
中
学
校

　
　
　二
年

　上
杉

　紗
由

　
　
　三
年

　上
岡

　優
菜

滋
賀
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
賞

　滋
賀
県
立
水
口
高
等
学
校

　
　
　一
年

　三
上

　武
紘

水
口
税
務
署
長
賞

　滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校

　

　
　
　二
年

　浜
川

　藍
香

　滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校

　

　
　
　二
年

　大
久
保

　樹

令
和
四
年
度
中
高
生
の「
税
に
つ
い
て
の（
関
す
る
）作
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　及
び
中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」入
選
者

　
国
税
庁
及
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
中
学
生
を
対
象
と
し
て
募
集
し
た「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
は
、

管
内
十
一
校
の
中
学
校
か
ら
八
四
五
編
、国
税
庁
が
高
校
生
を
対
象
と
し
て
募
集
し
た「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」に
は
、管
内
四
校
の
高
等
学
校
か
ら
二
六
十
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、甲
賀
広
域
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」に
は
、管
内
十
一
校
の

中
学
校
か
ら
四
四
七
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
賞
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」入
選
者

中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」

入
選
者

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

入
選
者

　湖
南
市
立
甲
西
北
中
学
校

　

　
　
　三
年

　西
岡

　紗
良

　

　甲
賀
市
立
信
楽
中
学
校

　

　
　
　三
年

　直
村
帆
乃
佳

　

　甲
賀
市
立
土
山
中
学
校

　
　
　三
年

　入
江

　真
帆

　

　湖
南
市
立
甲
西
中
学
校

　
　
　三
年

　奥
村
さ
く
ら

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
感
謝
状
受
贈
校

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　湖
南
市
立
日
枝
中
学
校

　
　
　一
年

　伊
藤

　久
志

　
　
　一
年

　小
林

　栞
菜

　湖
南
市
立
甲
西
北
中
学
校

　
　
　一
年

　江
原
妃
那
里

　
　
　一
年

　谷
本

　幸
愛

　甲
賀
市
立
水
口
中
学
校

　
　
　二
年

　筒
木

　晴
也

　
　
　三
年

　川
嶌
陽
菜
子

　
　
　三
年

　下
田

　雷
華

　
　
　三
年

　髙
嶋

　萌
絵

　甲
賀
市
立
城
山
中
学
校

　
　
　二
年

　保
井

　玲
衣

　
　
　三
年

　樋
口

　透
也

　滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校

　
　
　三
年

　梶
田

　結
愛

　
　
　三
年

　田
中

　絆
菜

　甲
賀
市
立
土
山
中
学
校

　
　
　二
年

　安
井

　時
音

　
　
　二
年

　小
網
未
来
翔

　
　
　三
年

　北
出

　凜
杏

　
　
　三
年

　中
村

　拓
真

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　
　
　一
年

　難
波
龍
之
介

　
　
　三
年

　玉
木

　日
和

　
　
　三
年

　中
島

　小
梅

　甲
賀
市
立
甲
南
中
学
校

　
　
　二
年

　阿
田

　一
楓

　
　
　二
年

　岡
﨑

　叡
遼

　
　
　二
年

　黒
田

　
　畿

　
　
　二
年

　宮
本

　伊
吹

　甲
賀
市
立
信
楽
中
学
校

　
　
　二
年

　古
谷
圭
夢
衣

　
　
　三
年

　直
村
帆
乃
佳

令和 4年度

り
華
や
か
な
中
に
も
厳
粛
の
内
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
、い
ず
れ
も
多
年
に
わ
た
り
、納
税
協
会
及

び
納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
、並
び
に
租
税
教
育

納
税
道
義
の
高
揚
に
極
め
て
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。

功
績
に
対
し
、敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　

令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度令和 4年度

納税表彰式　挙行！
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」優
秀
作
品
披
露

本
年
も
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。入
選
者
の
中
か
ら
作
品
を
一
部

掲
載
し
、感
謝
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
阪
国
税
局
長
表
彰

　堀
内

　伸
尚
（
甲
南
）

水
口
税
務
署
長
表
彰

　奥
野

　貴
清
（
水
口
）

　芳
田
富
美
子
（
湖
南
）

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
会
長
表
彰

山
中
多
美
子
（
湖
南
）

　金
田

　周
也
（
水
口
）

　綾
戸

　
　勝
（
土
山
）

　三
浦

　浩
一
（
甲
賀
）

　河
村

　哲
至
（
甲
南
）

　脇
阪

　
　昇
（
信
楽
）

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
会
長
感
謝
状

　奥
野

　貴
清
（
水
口
）

　田
中

　直
秋
（
甲
南
）
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会
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賀
市
立
水
口
中
学
校

　

　
　
　三
年

　松
本

　大
雅

　湖
南
市
立
石
部
中
学
校

　

　
　
　三
年

　山
﨑

　美
紅

近
畿
税
理
士
会
水
口
支
部
長
賞

　甲
賀
市
立
城
山
中
学
校

　

　
　
　三
年

　池
元

　咲
楽

　

　甲
賀
市
立
水
口
中
学
校

　

　
　
　三
年

　叶

　
　啓
正

　

水
口
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　

　
　
　一
年

　北
村

　岳
詩

　湖
南
市
立
石
部
中
学
校

　
　
　二
年

　田
之
上
航
汰

　
　
　二
年

　東
畑

　紗
音

　湖
南
市
立
甲
西
中
学
校

　
　
　二
年

　上
杉

　紗
由

　
　
　三
年

　上
岡

　優
菜

滋
賀
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
賞

　滋
賀
県
立
水
口
高
等
学
校

　
　
　一
年

　三
上

　武
紘

水
口
税
務
署
長
賞

　滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校

　

　
　
　二
年

　浜
川

　藍
香

　滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校

　

　
　
　二
年

　大
久
保

　樹

令
和
四
年
度
中
高
生
の「
税
に
つ
い
て
の（
関
す
る
）作
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　及
び
中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」入
選
者

　
国
税
庁
及
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
中
学
生
を
対
象
と
し
て
募
集
し
た「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
は
、

管
内
十
一
校
の
中
学
校
か
ら
八
四
五
編
、国
税
庁
が
高
校
生
を
対
象
と
し
て
募
集
し
た「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」に
は
、管
内
四
校
の
高
等
学
校
か
ら
二
六
十
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、甲
賀
広
域
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」に
は
、管
内
十
一
校
の

中
学
校
か
ら
四
四
七
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
賞
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」入
選
者

中
学
生
の「
税
に
関
す
る
標
語
」

入
選
者

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

入
選
者

　湖
南
市
立
甲
西
北
中
学
校

　

　
　
　三
年

　西
岡

　紗
良

　

　甲
賀
市
立
信
楽
中
学
校

　

　
　
　三
年

　直
村
帆
乃
佳

　

　甲
賀
市
立
土
山
中
学
校

　
　
　三
年

　入
江

　真
帆

　

　湖
南
市
立
甲
西
中
学
校

　
　
　三
年

　奥
村
さ
く
ら

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
感
謝
状
受
贈
校

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　湖
南
市
立
日
枝
中
学
校

　
　
　一
年

　伊
藤

　久
志

　
　
　一
年

　小
林

　栞
菜

　湖
南
市
立
甲
西
北
中
学
校

　
　
　一
年

　江
原
妃
那
里

　
　
　一
年

　谷
本

　幸
愛

　甲
賀
市
立
水
口
中
学
校

　
　
　二
年

　筒
木

　晴
也

　
　
　三
年

　川
嶌
陽
菜
子

　
　
　三
年

　下
田

　雷
華

　
　
　三
年

　髙
嶋

　萌
絵

　甲
賀
市
立
城
山
中
学
校

　
　
　二
年

　保
井

　玲
衣

　
　
　三
年

　樋
口

　透
也

　滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校

　
　
　三
年

　梶
田

　結
愛

　
　
　三
年

　田
中

　絆
菜

　甲
賀
市
立
土
山
中
学
校

　
　
　二
年

　安
井

　時
音

　
　
　二
年

　小
網
未
来
翔

　
　
　三
年

　北
出

　凜
杏

　
　
　三
年

　中
村

　拓
真

　甲
賀
市
立
甲
賀
中
学
校

　
　
　一
年

　難
波
龍
之
介

　
　
　三
年

　玉
木

　日
和

　
　
　三
年

　中
島

　小
梅

　甲
賀
市
立
甲
南
中
学
校

　
　
　二
年

　阿
田

　一
楓

　
　
　二
年

　岡
﨑

　叡
遼

　
　
　二
年

　黒
田

　
　畿

　
　
　二
年

　宮
本

　伊
吹

　甲
賀
市
立
信
楽
中
学
校

　
　
　二
年

　古
谷
圭
夢
衣

　
　
　三
年

　直
村
帆
乃
佳

令和 4年度

納税表彰式　挙行！
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」優
秀
作
品
披
露

本
年
も
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。入
選
者
の
中
か
ら
作
品
を
一
部

掲
載
し
、感
謝
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
阪
国
税
局
長
表
彰

　堀
内

　伸
尚
（
甲
南
）

水
口
税
務
署
長
表
彰

　奥
野

　貴
清
（
水
口
）

　芳
田
富
美
子
（
湖
南
）

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
会
長
表
彰

山
中
多
美
子
（
湖
南
）

　金
田

　周
也
（
水
口
）

　綾
戸

　
　勝
（
土
山
）

　三
浦

　浩
一
（
甲
賀
）

　河
村

　哲
至
（
甲
南
）

　脇
阪

　
　昇
（
信
楽
）

公
益
社
団
法
人
水
口
納
税
協
会
会
長
感
謝
状

　奥
野

　貴
清
（
水
口
）

　田
中

　直
秋
（
甲
南
）

大
阪
国
税
局
長
賞

大
阪
国
税
局
長
賞

税
の
使
い
道

－

税
で
作
る
新
し
い
当
た
り
前

－

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校　
３
年　
　

山　
中　
あ
ま
ね

　
私
は
最
近
、
市
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
森
重
裕

仁
さ
ん
と
い
う
方
の
講
演
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、「
ら
い
じ
ゃ
け
サ
ン
タ
」と
呼

ば
れ
る
彼
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。
森

重
さ
ん
は「
子
供
た
ち
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
！
」と
い
う
信
念
の
下
様
々

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
を
開

始
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
甲
賀
市
内
の
小

学
生
二
名
が
川
で
の
野
外
体
験
講
座
中

に
起
き
た
死
亡
事
故
で
し
た
。
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
て
い
た
ら
助
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
、
子
供
の
命
を
守
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
当
時
教
職
に

つ
い
て
お
ら
れ
た
森
重
さ
ん
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
何
か
で
き
る
こ
と

は
と
考
え
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
重
要

性
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
活
動
で
集
ま
っ
た
寄
付
や

自
費
で
数
え
き
れ
な
い
数
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ
ま
し
た
。「
ら

い
じ
ゃ
け
サ
ン
タ
」の
由
来
で
す
。
助

け
ら
れ
る
命
を
守
り
た
い
、
そ
の
熱
意

は
素
晴
ら
し
く
、
多
く
の
人
に
届
き
ま

し
た
。
で
も
彼
の
講
演
で
知
っ
た
の
は

熱
意
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現

実
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
彼
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
必
要
性

を
説
き
、
可
能
な
限
り
の
も
の
を
配
布

し
、
自
身
の
思
い
を
拡
げ
ま
し
た
。
で

も
、
思
い
に
賛
同
し
て
も
実
際
に
提
供

で
き
る「
物
」の
数
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
広
が
り
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
森
重
さ
ん
は
そ
こ
で
思
い
だ

け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
知

り
、
お
金
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
き

な
驚
き
で
し
た
。誰
か
の
活
動
を
知
り
、

す
ご
い
な
、
そ
の
通
り
だ
な
、
い
い
こ

と
だ
な
、
と
感
じ
る
こ
と
は
今
ま
で
に

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
こ
で
終
わ
り

で
し
た
。
そ
の
先
に
進
む
に
は
思
い
だ

け
で
は
だ
め
な
の
で
す
。
個
人
で
で
き

る
こ
と
、
一
団
体
で
で
き
る
こ
と
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。時
間
も
か
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

国
、
県
、
市
町
村
に
知
っ
て
も
ら
い
、

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
道
が
開
け
ま

す
。
予
算
を
つ
け
て
も
ら
い
必
要
な

「
物
」を
税
金
で
購
入
し
て
も
ら
い
提
供

す
る
。
実
際
、
過
去
の
事
故
を
き
っ
か

け
に
甲
賀
市
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

購
入
し
、
各
学
校
に
レ
ン
タ
ル
す
る
な

ど
、
安
全
対
策
に
予
算
を
割
い
て
い
ま

す
。
森
重
さ
ん
が
現
在
住
ま
れ
て
い
る

香
川
県
で
も
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
知
り
私
が
驚
い
た
の
は

一
人
の
思
い
が
拡
が
り
、
行
政
を
巻
き

こ
み
、
動
か
す
力
に
な
っ
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
な
ん
て
素
敵
な
税
の

使
い
方
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

税
の
使
い
道
、
使
い
方
に
つ
い
て
意
識

を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

税
は
国
民
や
企
業
が
自
分
た
ち
の
生
活

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
困
っ
て
い

る
人
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
収
め
る
お

金
で
す
。
そ
の
使
い
道
を
知
り
、
必
要

で
あ
れ
ば
新
た
な
使
い
道
を
提
案
す

る
。
こ
れ
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
税
を
使
う
こ
と
で
甲
賀
市
で
は
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
当
た
り
前
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
当
た
り
前

を
作
る
に
は「
物
」が
必
要
で
そ
れ
に
は

お
金
が
必
要
で
す
。
税
の
多
く
の
使
い

道
の
中
に
私
た
ち
の
思
い
の
こ
も
っ
た

も
の
が
一
つ
ず
つ
で
も
増
え
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る

力
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合

 

　
　
　
　
総
連
合
会
会
長
賞

　
　
　
　
総
連
合
会
会
長
賞

幸
せ
な
暮
ら
し
へ

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校　
３
年　
　

勝　
本　
絢　
心

　

い
つ
も
そ
ば
に
居
て
く
れ
た
。
私

の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く

れ
た
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
か
ら
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
た
。
私
が
中
学
生
に
な
っ
た
時
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
七
十
歳
。
肝
臓
が

悪
く
て
、
病
院
に
よ
く
通
院
し
て
い

た
。
私
と
話
す
時
は
い
つ
も
笑
顔
だ

け
れ
ど
、
そ
の
日
は
顔
が
痩
せ
て
見

え
た
。
入
院
を
繰
り
返
す
度
に
、
ど

ん
ど
ん
笑
顔
が
無
く
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
肝
臓
の
手
術
が
決
ま
っ
た
。
大

き
な
手
術
で
、
病
状
は
深
刻
化
し
て

い
た
。
手
術
費
用
は
大
金
で
、
そ
の

他
に
も
入
院
費
用
が
か
か
り
、
負
担

が
大
き
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、「
医
療

費
控
除
」と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ
る

と
知
っ
た
。
こ
の
時
、
心
が
救
わ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

私
た
ち
が
普
段
か
ら
支
払
っ
て
き
た

税
金
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て

手
術
は
無
事
に
成
功
し
、
再
び
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
直
接
返
っ

て
こ
な
く
て
も
、
こ
う
し
て
税
金
は

身
近
な
所
で
人
の
役
に
立
っ
て
い
た

ん
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
し
て
税
金
に
つ
い

て
く
わ
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
税
金
は
日
本

国
憲
法
の
第
三
十
条「
国
民
は
、
法

律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税

の
義
務
を
負
う
。」と
あ
る
よ
う
に
、

国
民
が
公
平
に
納
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
学
ん
だ
。
経
済
力
が
同
等
の

人
に
等
し
い
負
担
を
求
め
る「
水
平

的
公
平
」や
、
経
済
力
の
あ
る
人
に

よ
り
大
き
な
負
担
を
求
め
る
と
い
っ

た「
垂
直
的
公
平
」な
ど
、
税
金
は

人
々
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
よ
っ

て
負
担
を
考
え
る
素
晴
ら
し
い
制
度

だ
と
思
っ
た
。
日
本
は
近
年
、「
少
子

高
齢
化
社
会
」と
な
っ
て
い
て
、
一

人
あ
た
り
が
支
え
る
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
。
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、

そ
の
中
の
支
え
ら
れ
て
い
る
一
人

だ
。
こ
の
ま
ま
高
齢
者
が
増
え
続
け

れ
ば
、
納
税
が
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
若
者
へ
の
負
担
が
限
界
を

超
え
て
し
ま
う
。
そ
の
前
に
私
は
、

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
国
民
の

負
担
と
受
益
の
バ
ラ
ン
ス
、
改
善
策

に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
誰
も
が
子

育
て
し
や
す
い
社
会
の
実
現
だ
っ
た

り
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実

現
。
税
制
及
び
社
会
保
障
制
度
の
見

直
し
な
ど
だ
。
税
に
あ
り
方
を
考
え

る
こ
と
は
、
日
本
の
将
来
を
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
社
会
の

一
員
と
し
て
、
税
の
使
わ
れ
方
に
も

関
心
を
持
っ
て
豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。



❻❼

納めよう　あなたの気持ちと　税金を 令和4年度「中学生の税に関する標語」
土山中学校　北出　凜杏 税金は　未来を照らす　希望灯 令和4年度「中学生の税に関する標語」

甲西中学校　上岡　優菜

税金は　みんなの支え　笑顔の支え 令和4年度「中学生の税に関する標語」
甲南中学校　阿田　一楓 税金で　みんなの希望　きりひらけ 令和4年度「中学生の税に関する標語」

水口中学校　髙嶋　萌絵

私たちは水口優青会の会員です！（会員の一部を紹介します）
当会は、水口税務署長より優良青色申告者として表敬を受けたもの及びこれに準ずるものをもって組織された団体です。

滋賀県甲賀市土山町大野 2175　TEL 0748-67-0121　FAX 0748-67-0177

会席・料理・仕出し

滋賀県甲賀市甲南町野田 599
TEL 0748-86-6932
FAX 0748-86-0424藤　野　浩　樹

筒 井 合 成射出成形
〒528-0205　滋賀県甲賀市土山町笹路667
TEL 0748-68-0027　FAX 0748-68-0134

滋賀県甲賀市水口町宇田 6-11　TEL 0748-62-0339
奥 野 農 機

中古機械の買取り及び販売・薪ストーブ
農業機械の販売及び修理・農業用倉庫

工場設備・プラントの清掃メンテナンス
で環境改善

近 畿 理 研株式会社

環境をデザインする
 「総合メンテナンス創造企業」

本社／〒528ー0211滋賀県甲賀市土山町北土山1662  TEL（0748）66ー1143/FAX（0748）66ー1457 
URL http://www.kinkigrp.co.jp/riken/

時　間 予約問合せ

場　所 水口納税協会　3階会議室
定　員

※都合により変更する場合があります。また、新型コロナウイルス
感染症の影響により中止する場合もあります。

予約制で先着6名（会員優先）

13時30分～16時30分
（1人30分 受付16時まで）

2月8日（水）・3月8日（水）
0748－62－1151

共催/近畿税理士会水口支部・公益社団法人水口納税協会

相談の際には、手指の消毒・マスクの着用・検温をお願いします。37.5度以上の発熱
のある場合や、咳など風邪の症状がある場合など、感染予防の観点から相談をお断
りする場合があります。

税務相談のご案内 毎月1回無料税務相談日を設けていますので、
税のことなら何でもご相談ください！

　自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
（
所

有
権
留
保
付
自
動
車
の
場
合
は
使
用

者
）
に
対
し
て
、
そ
の
年
の
四
月
か

ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
年

税
額
の
全
額
を
課
す
県
税
で
す
。
毎

年
五
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
届

き
、
五
月
末
が
納
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　住
所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。　滋

賀
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
動
車
税
事
務
所
へ
も
届
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
ら
れ
る

と
翌
年
度
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
滋
賀
運
輸
支
局

　守
山
市
木
浜
町
二
二
九
八―

五

　☎
〇
五
〇―

五
五
四
〇―

二
〇
六
四

　身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
、
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程

度
、
使
用
頻
度
等
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
申
請
手
続
き
に

よ
り
自
動
車
税
種
別
割
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

　減
免
に
つ
い
て
の
手
続
き
そ
の

他
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
自
動
車
税
事
務

所
ま
た
は
中
部
県
税
事
務
所
甲
賀

納
税
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
動
車
税
事
務
所

　守
山
市
木
浜
町
二
二
九
八―

二

☎
〇
七
七―

五
八
五―

七
二
八
八

●
中
部
県
税
事
務
所
甲
賀
納
税
課

甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
二
〇
〇

　（
滋
賀
県
甲
賀
合
同
庁
舎
一
階
）

☎
〇
七
四
八―

六
三―

六
一
〇
六

　自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合

は
、
滋
賀
運
輸
支
局
で
名
義
変
更

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

名
義
変
更
を
行
わ
な
い
限
り
翌
年

度
以
降
も
同
一
名
義
人
に
課
税
が

さ
れ
ま
す
。
ま
た
名
義
変
更
（
県

外
転
出
を
含
む
）
を
さ
れ
て
も
、

当
該
年
度
は
譲
渡
人
（
元
の
所
有

者
）
に
そ
の
年
度
分
全
額
の
納
税

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
滋
賀
運
輸
支
局
で
抹
消
登

録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
さ
れ

ま
す
と
、
手
続
き
の
あ
っ
た
月
を

基
準
と
し
て
自
動
車
税
種
別
割
が

月
割
り
で
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、

使
わ
な
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
名
義
変
更
や
抹
消
登
録
の
手

続
き
を
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
と

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
業
者
等
に
こ

れ
ら
の
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
た
場

合
も
、
当
該
登
録
が
確
実
に
行
わ

自
動
車
を
譲
っ
た
り

使
わ
な
く
な
っ
た
場
合

転
居
さ
れ
た
場
合

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
等
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

自
動
車
税
種
別
割

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
令
和
元
年
十
月
一
日
の
課
税
か
ら

名
称
が
自
動
車
税
種
別
割
と
な
り
ま
し
た
。

れ
た
か
ど
う
か
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合

 
　
　
　
　
総
連
合
会
会
長
賞

　
　
　
　
総
連
合
会
会
長
賞

「
導
入
が
議
論
さ
れ
る

　
　
　
　
交
通
税
に
つ
い
て
」

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校　
３
年　
　

大　
森　
陽　
稀

　
二
〇
二
二
年
、
滋
賀
県
は
交
通
税
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
公
表
し

た
。
交
通
税
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る

こ
と
さ
え
、
全
国
初
の
事
例
で
あ
る
。

交
通
税
の
目
的
と
は
、
廃
線
の
危
機
に

陥
っ
て
い
る
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
を
維
持

す
る
こ
と
だ
。
私
自
身
も
よ
く
利
用
す

る
近
江
鉄
道
は
、
滋
賀
県
の
ロ
ー
カ
ル

線
で
あ
る
。
そ
の
近
江
鉄
道
は
二
八
年

連
続
の
赤
字
で
、
今
は
沿
線
の
自
治
体

の
支
援
を
受
け
て
運
行
し
続
け
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
を
県

民
全
員
で
支
援
し
よ
う
と
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る
の
が
交
通
税
だ
。
確
か
に

売
り
上
げ
が
低
迷
し
経
営
が
困
難
な
鉄

道
な
ど
の
会
社
の
一
助
と
は
な
る
が
、

実
際
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
な
い

人
々
に
ま
で
負
担
が
広
が
る
の
は
ど
う

か
と
思
う
。
ま
た
、
私
の
母
親
が
、
ま

た
税
金
が
高
く
な
っ
た
な
ど
と
嘆
い
て

い
る
の
も
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、

私
自
身
は
交
通
税
の
導
入
に
賛
成
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
で
さ
え
近
江
鉄
道

は
沿
線
自
治
体
の
援
助
を
受
け
て
な
ん

と
か
運
行
を
続
け
て
い
る
状
況
だ
か
ら

だ
。
そ
の
費
用
は
も
ち
ろ
ん
市
民
や
町

民
が
納
め
る
税
金
か
ら
き
て
い
る
。
そ

の
費
用
も
少
し
は
浮
く
だ
ろ
う
。
そ
の

分
の
税
金
を
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ

く
し
、
福
祉
の
充
実
な
ど
に
役
立
て

て
も
ら
う
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
利
用
し
て
い
な
い
の
に
税
金
を
払

う
と
い
う
の
は
、
利
用
し
て
い
な
い
公

園
や
道
路
の
整
備
に
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
な
い
の

で
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
確
か
に

鉄
道
は
民
間
営
業
で
あ
る
が
、
そ
の
地

域
に
住
む
人
々
全
員
の
財
産
だ
と
い
え

る
点
で
は
他
の
図
書
館
な
ど
と
変
わ
り

は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
国
内
で
は
例

の
な
い
交
通
税
だ
が
、
海
外
で
は
導
入

さ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
パ
リ
周
辺
の

公
共
交
通
機
関
を
保
護
す
る
目
的
で
交

通
税
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ム
と

呼
ば
れ
る
路
面
電
車
が
交
通
税
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
経
営
負
担
の
ほ

と
ん
ど
を
税
金
で
賄
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
が
公
共
交
通
機
関
無
料
化

の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
結
果

と
し
て
沿
線
地
域
の
人
口
増
加
に
つ
な

が
っ
た
。

　
私
は
、
滋
賀
県
で
は
将
来
的
に
交
通

税
が
導
入
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
先
月
行
わ
れ
た
滋
賀
県
知

事
選
挙
で
交
通
税
を
公
約
に
掲
げ
た
三

日
月
大
造
氏
が
当
選
し
、こ
の
こ
と
は
、

大
半
の
県
民
が
交
通
税
の
導
入
を
認
め

た
と
示
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
我
々
が
納
め
る
税
金

の
使
い
道
や
新
た
な
税
の
導
入
は
選
挙

に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
我
々
が
納

め
る
税
金
の
使
い
方
を
、
我
々
が
決
め

る
と
い
う
意
味
で
も
選
挙
に
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
私
も
、
選
挙

権
を
得
た
ら
私
自
身
が
納
得
で
き
る
よ

う
に
税
金
を
使
っ
て
く
れ
る
党
、
知
事

に
投
票
し
た
い
と
思
う
。

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合

滋
賀
県
納
税
貯
蓄
組
合
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こ
れ
か
ら
の
社
会
と
税

甲
賀
市
立
城
山
中
学
校　
３
年　
　

嶋　
川　
萌
々
果

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
家
族
構
成
や

個
人
の
働
き
方
が
変
わ
り
、
日
本
の
経

済
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
社
会
や
税
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
税
は
、
私
達
が
社
会
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の「
会
費
」に
あ
た
り
ま
す
。
納

め
た
税
は
、
国
が
収
入
し
、
公
共
施
設・

公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
と
国
が
支
出
し
て
い

ま
す
。
も
し
も
税
金
が
な
か
っ
た
ら
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
に
全
て
の

費
用
を
自
分
で
負
担
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
困
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
税

金
は
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
税
に
ど
う

い
っ
た
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
今
の
社
会
保
障
制
度
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
し
ま
い
、
年
金
や
医
療
の
負

担
が
上
昇
を
続
け
、
将
来
の
世
代
に
大

き
な
負
担
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ

り
う
る
と
思
っ
た
ら
、
税
金
は
大
切
に

使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題

を
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、

お
互
い
を
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が

今
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
り
、
税
金
の

集
め
方
や
使
い
み
ち
を
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
例
え
ば
、
道
路
の
整
備
、
教
育
、

ご
み
の
収
集
、
医
療
、
消
防
、
警
察
な

ど
私
達
の
身
の
回
り
で
た
く
さ
ん
税
金

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
税
金
の
使
い
み

ち
を
知
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
私
は
今
、
足
を
怪
我
し
て
い
て
、
つ

い
最
近
ま
で
入
院
を
し
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
手
術
を
受
け
た
り
、
苦
し
い

リ
ハ
ビ
リ
を
毎
日
頑
張
っ
た
り
、で
も
、

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、
医
療
従
事
者

や
税
金
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。「
も
し
税
金
が
な

か
っ
た
ら
。」っ
て
考
え
る
と
、
今
、
こ

う
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
ら
れ
る
自
分

が
い
る
の
は
、
税
金
の
お
か
げ
な
ん
だ

と
感
謝
の
気
持
ち
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

助
ら
れ
た
分
、
私
も
何
か
し
た
い
。
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
も
っ
と
税
金

に
対
し
て
の
思
い
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
積
極
的
な
社
会
参
画
を
す

る
。
そ
し
て
、
私
達
の
生
活
を
支
え
て

く
れ
る
税
と
向
き
合
う
こ
と
が
、
税
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
う
え
で
一
番
大

切
な
こ
と
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。



❻❼

納めよう　あなたの気持ちと　税金を 令和4年度「中学生の税に関する標語」
土山中学校　北出　凜杏 税金は　未来を照らす　希望灯 令和4年度「中学生の税に関する標語」

甲西中学校　上岡　優菜

税金は　みんなの支え　笑顔の支え 令和4年度「中学生の税に関する標語」
甲南中学校　阿田　一楓 税金で　みんなの希望　きりひらけ 令和4年度「中学生の税に関する標語」

水口中学校　髙嶋　萌絵

私たちは水口優青会の会員です！（会員の一部を紹介します）
当会は、水口税務署長より優良青色申告者として表敬を受けたもの及びこれに準ずるものをもって組織された団体です。

滋賀県甲賀市土山町大野 2175　TEL 0748-67-0121　FAX 0748-67-0177

会席・料理・仕出し

滋賀県甲賀市甲南町野田 599
TEL 0748-86-6932
FAX 0748-86-0424藤　野　浩　樹

筒 井 合 成射出成形
〒528-0205　滋賀県甲賀市土山町笹路667
TEL 0748-68-0027　FAX 0748-68-0134

滋賀県甲賀市水口町宇田 6-11　TEL 0748-62-0339
奥 野 農 機

中古機械の買取り及び販売・薪ストーブ
農業機械の販売及び修理・農業用倉庫

工場設備・プラントの清掃メンテナンス
で環境改善

近 畿 理 研株式会社

環境をデザインする
 「総合メンテナンス創造企業」

本社／〒528ー0211滋賀県甲賀市土山町北土山1662  TEL（0748）66ー1143/FAX（0748）66ー1457 
URL http://www.kinkigrp.co.jp/riken/

時　間 予約問合せ

場　所 水口納税協会　3階会議室
定　員

※都合により変更する場合があります。また、新型コロナウイルス
感染症の影響により中止する場合もあります。

予約制で先着6名（会員優先）

13時30分～16時30分
（1人30分 受付16時まで）

2月8日（水）・3月8日（水）
0748－62－1151

共催/近畿税理士会水口支部・公益社団法人水口納税協会

相談の際には、手指の消毒・マスクの着用・検温をお願いします。37.5度以上の発熱
のある場合や、咳など風邪の症状がある場合など、感染予防の観点から相談をお断
りする場合があります。

2 8日（水）3 8日（水）
税務相談のご案内

0748－62－1151

毎月1回無料税務相談日を設けていますので、
税のことなら何でもご相談ください！

　自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
（
所

有
権
留
保
付
自
動
車
の
場
合
は
使
用

者
）
に
対
し
て
、
そ
の
年
の
四
月
か

ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
年

税
額
の
全
額
を
課
す
県
税
で
す
。
毎

年
五
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
届

き
、
五
月
末
が
納
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　住
所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。　滋

賀
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
動
車
税
事
務
所
へ
も
届
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
ら
れ
る

と
翌
年
度
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
滋
賀
運
輸
支
局

　守
山
市
木
浜
町
二
二
九
八―

五

　☎
〇
五
〇―

五
五
四
〇―

二
〇
六
四

　身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
、
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程

度
、
使
用
頻
度
等
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
申
請
手
続
き
に

よ
り
自
動
車
税
種
別
割
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

　減
免
に
つ
い
て
の
手
続
き
そ
の

他
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
自
動
車
税
事
務

所
ま
た
は
中
部
県
税
事
務
所
甲
賀

納
税
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
動
車
税
事
務
所

　守
山
市
木
浜
町
二
二
九
八―

二

☎
〇
七
七―

五
八
五―

七
二
八
八

●
中
部
県
税
事
務
所
甲
賀
納
税
課

甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
二
〇
〇

　（
滋
賀
県
甲
賀
合
同
庁
舎
一
階
）

☎
〇
七
四
八―

六
三―

六
一
〇
六

　自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合

は
、
滋
賀
運
輸
支
局
で
名
義
変
更

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

名
義
変
更
を
行
わ
な
い
限
り
翌
年

度
以
降
も
同
一
名
義
人
に
課
税
が

さ
れ
ま
す
。
ま
た
名
義
変
更
（
県

外
転
出
を
含
む
）
を
さ
れ
て
も
、

当
該
年
度
は
譲
渡
人
（
元
の
所
有

者
）
に
そ
の
年
度
分
全
額
の
納
税

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
滋
賀
運
輸
支
局
で
抹
消
登

録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
さ
れ

ま
す
と
、
手
続
き
の
あ
っ
た
月
を

基
準
と
し
て
自
動
車
税
種
別
割
が

月
割
り
で
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、

使
わ
な
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
名
義
変
更
や
抹
消
登
録
の
手

続
き
を
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
と

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
業
者
等
に
こ

れ
ら
の
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
た
場

合
も
、
当
該
登
録
が
確
実
に
行
わ

自
動
車
を
譲
っ
た
り

使
わ
な
く
な
っ
た
場
合

転
居
さ
れ
た
場
合

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
等
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

自
動
車
税
種
別
割

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
令
和
元
年
十
月
一
日
の
課
税
か
ら

名
称
が
自
動
車
税
種
別
割
と
な
り
ま
し
た
。

れ
た
か
ど
う
か
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。



❽

税を知る　皆がつくる　ゆたかな社会 令和4年度「中学生の税に関する標語」
信楽中学校　古谷　圭夢衣

まず知ろう　暮らしを支える　税のこと 令和4年度「中学生の税に関する標語」
甲賀中学校　中島　小梅

●先着順ではありません！予約なく直接来られても相談に
応じられない場合がありますのでご注意ください！

この会場では小規模な事業をされている方のため
に相談に応じています。
　なお、土地・建物・株式等を譲渡した所得のある方、
相続・贈与税の申告をされる方、所得金額や課税売上高
が高額な方、その他申告内容が複雑な方は、この会場で
は応じておりません。
予約制で、相談時間はお1人様40分です。
ご予約の方はまずお電話下さい！

各会場のご予約は、
公益社団法人水口納税協会☎62-1151まで！

来場の際には、手指の消毒・マスクの着用・
検温をお願い致します。また、37.5度以上の
発熱がある場合、咳などの風邪のような症状

のある方につきましては、相談をお断りする場合があり
ます。
ご利用いただく皆様の安全を第一に考えた対応であるた
め、何卒ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

重要

確定申告相談会場 （小規模事業者対象）
要予約

自宅からスマホで申告してみませんか？
確定申告期間は24時間
いつでも利用可能

※メンテナンス時間を除く

スマホ専用画面で
見やすく操作が簡単

画面の案内に沿って
入力するだけ

書類の記載内容を入力・
送信することで添付省略

※一部の書類は除く

※過去にマイナンバーカードを使って確定申告している等
一定の条件を満たしている場合

税務署への持参が不要
印刷・郵送代が不要 還付金の振込みが早い

令和4年分（令和5年1月以降）からさらに便利に！
●青色申告決算書・収支内訳書がスマホで作成可能に
●マイナンバーカードの読取回数が削減※

New

平成30年分 令和元年分 令和2年分 令和3年分

102万人

153万人

47万人13万人

3年で約12倍

約1.5倍

全国で153万人が、
自宅からスマホを
使ってe-Taxで申告

全国で
スマホ申告増加

相 談 日 会 場 時 間

2 月 17日㈮ 信楽伝統産業会館 2 階

9：30

～

16：00
（1人 40分）

2月 24日㈮ 湖 南 市 共 同 福 祉 施 設

2月 28日㈫ 信楽伝統産業会館 2 階

3月 1日㈬ 甲賀市商工会土山支所

3月 2日㈭ 甲賀大原地域市民センター
第 5 会議室（商工会 2 階）

3月 3日㈮ 甲賀市商工会甲南支所

近 畿 税 理 士 会 水 口 支 部 会 員 名 簿
相　川　良　和 水口町

62-1538 北　橋　清　造 湖南市菩提寺
74-0219 廣川・岩田税理士法人 水口町

62-3011 望　月　一　重 甲南町
86-0111

東　　 安 宏 水口町
62-3611 倉　本　貴　夫 湖南市中央

72-2301 廣川　領司・岩田　　剛 山　下　耕　平 甲賀町
88-3301

今 村 新 坴 水口町
62-7328 みすゞ税理士法人 湖南市石部口

77-2139 福田・志村税理士法人 湖南市岩根中央72-9075 山　田　俊　裕 湖南市菩提寺西
78-0136

税理士法人
上杉会計事務所

水口町
62-1231 鈴木　智博・鈴木　勝博 福田　長利・福田　弘樹

志村　真二
税理士法人山本会計 湖南市平松北

72-3988

上杉　恵一・上杉　　弘
上杉　　香・川井　尚子
伊藤　友章・寺田　文哉

永野隆幸税理士事務所 甲賀町
88-3758 山本　善通・山本　善重

永野　隆幸・髙橋　実果 布　留　知　美 甲南町
60-3237 吉 永 克 明 水口町

70-2430

中　村　憲　司 甲南町
86-3145 堀　　　勝　美 湖南市平松北

050-8884-9882 税金のことは
税の専門家「税理士」へ！木　田　嘉　明 水口町

69-6077 林　　　素　也 水口町
63-5523 前　野　沙　穂 水口町

62-0182


